



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      二つの冷却失敗
       ●炉心
       ●使用済み燃料貯蔵プール
13
2013/3/4 15




1.3×1017 Ｂｑ 0.33×1017 Ｂｑ
Ｃｓ137 ： Ｃｓ134      2 ： 1   1 ： 1
Ｓｒ90 放出量   80×1014 Ｂｑ 1.4×1014 Ｂｑ





















●チェルノブイリ  500個分 

























   内部被曝 （50％）
（2）食物による内部被曝














































      




































































































































   A ベクレル（Bq)の放射性物質があると・・・・（物質量） 
   B レントゲン（R)の放射線を出し・・・・  （放射線強度） 
  C グレイ（Gy) のエネルギーを生物は吸収し・・・ 
                         （吸収エネルギー） 
  D シーベルト（Sv)の影響を生物は受ける （生物影響） 
 








   （1） 放射能放出の停止
   （2） 徹底した汚染調査
   （3） 汚染対策










   ● 放射線による被曝 （外部被曝） 
    ● 農作物、飲料水の汚染 （内部被曝） 
    ● 海の汚染・海産物の汚染 （内部被曝） 
    ● 土壌汚染  （外部被曝＋内部被曝） 







   ● ウクライナは
    55.5万Bq/m2 以上は 
    居住禁止区域
       （年間 ５ｍSv以上）
 ● 日本政府は

















































































































































































































































品目区分 件数 構成比 備   考 品目区分 件数 構成比 備   考 
土壌 973 37.02%  山菜類 23 0.88%  
野菜類 366 13.93%  肉類 8 0.30% 玉子含む 
水類 523 19.90%  花卉類 35 1.33%  
米・穀類 211 8.03%  樹木類 22 0.84%  
果実類 228 8.68%  野草類 24 0.91%  
加工食品 25 0.95%  雑草類 37 1.41%  
魚介類 40 1.52%  アスファルト 6 0.23%  
きのこ類 74 2.82%  その他 33 1.26%  
                



































































































































































































































































































地表面 GL 地点-１ 地点-２ 地点-３ 地点-４ 平均値 
１～５ｃｍ 25,818 Bq/Kg 22,621 Bq/Kg 21,605 Bq/Kg 3,699 Bq/Kg 18,436 Bq/Kg 
５～１０ｃｍ 9,499 Bq/Kg 11,235 Bq/Kg 633 Bq/Kg 2,951 Bq/Kg 6,080 Bq/Kg 
１０ｃｍ以上 53 Bq/Kg 2,822 Bq/Kg 245 Bq/Kg 1,277 Bq/Kg 1,099 Bq/Kg 
59
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 ●  粉じんを吸わない
 ●  汚染したものを飲まない、食べない










  ● 校庭、公園など ： 表土剥離
    ● 公園・遊具の除染  ： 洗剤で拭く
  ● 家屋の除染： 屋根の葺き替えが最も効果的
  ● 農地の除染 （簡単ではない）





         今後、川水は問題 ？
（２） 調理で工夫  
         よく洗う、煮る、酢付け
         汚染しにくいもの





   遺伝子を直接傷つける
 （２） 間接的影響
   水の分子を破壊し








































  （対策１） 
  放射性セシウムを吸着し、体外に排出
     ペクチン、 キチン・キトサン





      抗酸化作用物質を摂取
         ビタミンA,C,E
      β-カロチン
      カテキン（ポリフェノール類）















    ICRP ： １ｍSv以下なら安全
 
    Cs137の内部被曝（ｍSv)＝ 
          １．３×１０（-５乗）×体内Bq数





  例： 毎日１０Bq食べると、平衡状態では
  乳幼児（１０Kg)：１０Bq×３０倍÷１０Kg＝ ３０ Bq/Kg
  大人（５０Kg)：１０Bq×１４０倍÷５０Kg ＝ ２８ Bq/Kg




１歳児     １３日
５歳児     ３０日
１０歳児    ５０日
１５歳以上  ９０～１００日




    ５０ Bq/Kg (体重）以上は危険
  
   （バンダジェフスキーら：ベラルーシ）
        
    従って： 体重５０Kgとすれば
    ７６９００Bq (1mSv)＝１５３８Bq/Kg
76
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飲料水 2 200 10
パン 20 500 100
ジャガイモ 60 500 100
野菜 40 500 100
果物 70 500 100
肉類 200 500 100
魚 150 500 100
ミルク 100 200 50
卵 6/個 500/Kg 100/Kg
粉ミルク 500 200 100
野生イチゴ・キノコ 500 500 100

















































































● 免疫力低下 など 



























































1988年 1993年 1998年 2003年 2008年
人
/１
０
０
０
人
ナロジチ地区（ウクライナ）の子どもの病気
82
食の安全と放射能
134 食の安全と放射能
●今回の講演会に参加された理由等をご記入ください。
●東電福島原発事故発生以来、収束できない放射能。目に見えないだけに多くの心配をかかえています。日々の生活の
中で、どのように考え、少しでも安全に暮らすために学びたいと思ったからです。
●生活を支える食と放射能について、報道されない情報を知りたかったから。
●放射能汚染について、どう考えていいか分からないことが多く、勉強の必要を感じたから。
●元々、チェルノブイリと福島原発に関心があり、ぜひ話を聞いてみたいと思ったから。
●福島の原発事故に関する一連の問題に関心があり、情報収集して判断に役立てたいから。
●福島の現状を知りたいから。
●現場の生の声を聞きたいと思ったから。
●昨年からの福島大による「ジャーナリストが見た東日本大震災」も受講させて頂いていたので、引き続き現状・事実を
把握したいと思いました。残念ながら報道にはかなりできないこと・形があることを感じました。
●最重要テーマだから。
●講演会のご感想、ご意見等をご記入ください。
●河田先生のお話はスライドも大変わかり易く、原発事故が社会に与える影響や日常の被曝対策について理解を深める
ことができました。
●詳しいデータや、チェルノブイリと福島を比較した調査結果が事故の影響を改めて理解する上で良かった。意外と知ら
ないことが多く、大変勉強になりました。私もできることから始めて、もっと知識を正しく持ちたいと思いました。
●今日お話して頂いた様々な対策を国民に普及させることを、すぐに行ったらよいと考えます。
●具体的な食べ物の名前が多く挙げられていて参考になった。
●現状の対策の難しさを感じた。まだ責任問題がはっきりしていないのではと思った。
●現状、特にチェルノブイリの今の状況や現地の人がどういう対応をしているか、日本と比較するような報道はほとんど
ない（私ども一般人向けには）ので、勉強になったし、驚くことも多かった。
●河田さんのお話は経験に裏付けられていて説得力がありました。
●定量化したデータと科学的論理構成でわかり易い良い講演でした。
●新聞・TV等の情報は信用できないと改めて思いました。具体的な対策は今後、生活の中で役立てたいと思います。ま
た、友人や知人に今日の内容を伝えたいと思います。
河田昌東氏　講演会　アンケート
